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⼀般社団法⼈ ⼤丸有環境共⽣型まちづくり推進協会                                                 

 

 
 
 
 
 

 
⼤⼿町・丸の内・有楽町地区街づくり 3 団体(*1)のでは、三菱総合研究所（理事⻑︓⼩宮⼭宏、

所在地︓東京都千代⽥区）のプラチナ社会研究会、⼀般社団法⼈ソーシャルビジネス・プラットフォ
ームと連携し、ビジネスパーソンを対象としたキャリア講座「丸の内プラチナ⼤学 第３期」を 2018 年
7 ⽉ 17 ⽇（⽕）に開講しました。 

「丸の内プラチナ⼤学」は、経験を積んだビジネスパーソンが仕事を通じて培ってきた知識やネットワーク
を活かし、受講⽣⾃信のキャリアアップのみならず、社会に還元できる⼈を育てます。講座を通じて創造
性を⾼め、⼈とつながることで、組織での再活躍のほか、起業や地域・社会貢献など、受講⽣の様々な
可能性を広げます。 

2014 年度より取組みをスタート。まちづくり活動の⼀貫として、都市のビジネスパーソンが地⽅創⽣ 
などソーシャル分野に関ることで、課題解決⼒や新規事業創出につなげるヒントを学び、同時に多様な 
⼈的交流を促すイベントを⾏ってきました。座学だけではなくフィールドワークやアイデア提案などをし、より 
アクティブな学びの場を実現。地域課題をテーマとした講座では、市⻑をはじめ⾏政への提案や市⺠との
ワークショップなど、課題解決や新たな価値創造に向けて真剣な議論が⾏われました。 

今年度の「丸の内プラチナ⼤学」は全 8 コース（後述①〜⑧）。それぞれ 7 ⽉中旬から 11 ⽉上旬ま
でに４〜8 回の講座を開催します。松⽥智⽣⽒による「逆参勤交代コース」や、桝本博之⽒による「シ
リコンバレーチャレンジコース」では、地⽅創⽣、新しい働き⽅、グローバル事業展開などをテーマに講
座を実施いたします。 
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【逆参勤交代コース担当】 【シリコンバレーチャレンジコース担当】 



 

丸の内プラチナ⼤学 コース内容 
 
①逆参勤交代コース（定員 30 名） 

内 容︓都市部社員の地⽅での期間限定型リモートワーク「逆参勤交代」を体験。東京での講座と地域での 3 泊 
4 ⽇のトライアル逆参勤交代で働き⽅改⾰と地⽅創⽣を学びます。 

フィールドワークスケジュール︓ 
①岩⼿県⼋幡平市／7 ⽉ 26 ⽇（⽊）〜29 ⽇（⽇）／⼤⾃然の課題解決先進地モデルにて 
②茨城県笠間市／8 ⽉ 23 ⽇（⽊）〜26 ⽇（⽇）／アートと陶芸の街にて 
③熊本県南阿蘇村／9 ⽉ 6 ⽇（⽊）〜9 ⽇（⽇）／健康テーマパークの阿蘇ファームランドにて 

講 師︓松⽥ 智⽣⽒（㈱三菱総合研究所 プラチナ社会研究センター 主席研究員／丸の内プラチナ⼤学 
副学⻑／⾼知⼤学客員教授） 

講座数︓全 3 回（座学）  
受講費︓12,000 円（税別） 

地域フィールドワーク受講料︓各 30,000 円（税別） 
（岩⼿県⼋幡平市・茨城県笠間市・熊本県南阿蘇村） 

※現地までの交通費は受講者⾃⼰負担。⼋幡平市と南阿蘇村は補助予定です。 
 
②アグリ・フードビジネスコース（定員 20 名） 

内 容︓都市と地域をつなぐフードツーリズムや商品開発・農産物のオーナー制度などの座学とワークショップ＆農体 
験等のフィールドワークを組み合わせを通じて 6 次産業化を学びます。 

講 師︓中村 正明⽒（関東学園⼤学 教授／東京農業⼤学 客員研究員／⼤丸有「⾷」「農」連携推進コー 
ディネーター） 

ゲスト講師︓野⼝ 智弘⽒（東京農業⼤学 教授）、⼭本 有沙⼦⽒（農林⽔産省 ⾷料産業局） 
      植草 茂樹⽒（株式会社 津々浦々 他） 
講座数︓全 8 回   
受講費︓32,000 円（税別） 

 
③「繋げる」観光コース（定員 30 名） 

内 容︓世界各地で発⽣しているイタリアの「アルベルゴ・ディフーゾ」のような新たな観光スタイルに焦点を当て、町全
体で旅⾏者をもてなす「⼈」と「⼈」が繋がる地域観光について学びます。 

講 師︓吉⽥ 淳⼀⽒（NTT データ ⾦融事業推進部 デジタル戦略推進担当 部⻑／ジャパンショッピングツー 
リズム協会理事） 

ゲスト講師︓ジャスティン・ポッツ⽒（株式会社 Potts.K Productions 代表取締役 CEO） 
澤内 隆⽒（港区観光協会事業委員、クラブツーリズム テーマ旅⾏部アドバイザー 等） 

講座数︓全 6 回   
受講費︓24,000 円（税別） 

 
④アートフルライフ・デザインコース（定員 30 名） 

内 容︓アートの魅⼒を体感しながらビジネスや⽇常を豊かにするアートシンキングの視点について学びます。  
講 師︓⾅井 清⽒（志事創業社 代表） 
ゲスト講師︓松本 隆応⽒（コイニー株式会社 デザイナー）ヨシムラヒロム（ヨシムラヒロム事務所 他） 
講座数︓全 8 回   
受講費︓32,000 円（税別） 

 
⑤⼥性起業家⽀援コース（定員 30 名） 

内 容︓ビジネスパーソンの強みやスキルを再確認し、社会課題とそれに向かう⼥性経営者のマインドを学びます。 
講 師︓塚本 恭之⽒（ナレッジワーカーズインスティチュート㈱ 代表取締役 プロポネット LLPパートナー 等） 
ゲスト講師︓澤⽥ 玲奈⽒（株式会社シールズ 代表取締役 他） 
講座数︓全 6 回   
受講費︓32,000 円（税別） 

 
 

(*1) 「⼀般社団法⼈ ⼤⼿町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会、NPO 法⼈ ⼤丸有エリアマネジメント協会、⼀般社団法⼈ ⼤丸有環境共⽣
型まちづくり推進協会（以下 エコッツェリア協会）」の 3 団体は連携してまちづくりを推進しています。 



 
⑥SDGｓビジネス速習コース（定員 30 名） 

内 容︓企業ブランディングと社員⼠気向上を⽬的とした SDGｓについてジャパン SDGｓアワードの先進事例から 
学びます。 

講 師︓笹⾕ 秀光⽒（CSR/SDG コンサルタント、株式会社伊藤園 顧問 等） 
講座数︓全 6 回   
受講費︓24,000 円（税別） 

 
⑦Social SHIFT テーブルコース（定員 15 名） 

内 容︓未来志向型事業を展開するソーシャル・アントレプレナーとソーシャルビジネスの基本や思考などについて学
びます。 

講 師︓⽯井 綾⽒（⼀般社団法⼈ ソーシャルビジネス・ネットワーク事務局 株式会社ソシオ エンジン・アソシエ 
イツ 常務執⾏役員） 

ゲスト講師︓染⾕ ゆみ⽒ （TOKYO 油⽥ 2017 プロジェクトリーダー） 
植⽥ 紘栄志⽒（株式会社ミチコーポレーション 代表取締役）  
佐野 ⼀郎⽒（NPO 法⼈じぶん未来クラブ 代表） 
河野 通洋⽒（株式会社⼋⽊澤商店 代表取締役 他） 

講座数︓全 6 回   
受講費︓44,000 円（税別）※⾷事代を含む。 

 
⑧シリコンバレーチャレンジコース（定員 30 名） 

内 容︓講師のシリコンバレーの体験からグローバルへ挑戦するために必要な知識や要素について学びます。  
講 師︓桝本 博之⽒ (B-Bridge International 代表取締役兼 CEO   

Silicon Valley Japan University 発起⼈及び学⻑ 等） 
ゲスト講師︓中林 幸宏⽒ (Pool&Moon 株式会社 代表取締役 CEO  EXest 株式会社 代表取締役 CEO) 

平出 亮⽒ (Global Catalyst Partners Japan Executive Vice President) 
⼩⾖澤 祐⽒（元 Alchemist Accelerator Chief Acceleration Officer) 

講座数︓全 8 回   
受講費︓32,000 円（税別）※オプションとして現地フィールドワークを 11 ⽉に実施予定。 

 
 

【エコッツェリア協会について】 
2007 年設⽴。エコッツェリア協会では、⼤⼿町・丸の内・有楽町エリアのまちづくりを  
推進し、これまでの財産であるソーシャルキャピタルを基盤に、より良いまちづくりや    
社会課題の解決を⽬指す「CSV ビジネス創発プラットフォーム」を運営する法⼈として 
新たな交流施設 CSV ビジネス創発拠点「3×3Lab Future」のを拠点として活動して 
います。 
 

＜本件に関する報道関係者からのお問い合わせ先＞ 
⼤⼿町・丸の内・有楽町地区街づくり PR 事務局 

共同ピーアール㈱ PR アカウント本部 4 局 担当︓前⼭・⾼橋 
TEL︓０３－３５７１－５２３８ FAX︓０３－３５７１－５３８０ 

E-mail︓tokyo-omy-pr@kyodo-pr.co.jp 

3×3Lab Future 
 


